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竹見台小学校・南竹見台小学校統合準備委員会 

委員長 田辺妙子              

 竹見台小学校・南竹見台小学校統合準備委員会が発足し、検討が始

まりました！ 

   統合準備委員会で話し合われたことを統合準備委員会ニュースでお知らせします 

 

 ５月２７日（月）、第１回竹見台小学校・南竹見台小学校統合準備委員会が開催されまし

た。会議に先立ち、教育委員会の奥谷学校教育部長より挨拶があり、続いて教育委員会より

準備委員会設置の趣旨として、①統合後の学校をどのような学校にするのかを検討協議する

②統合を進めるにあたって生じる諸課題について検討協議する③統合に向けての取組みに

ついて検討協議するという説明がありました。その後、互選により委員長に地域教育協議会

代表の田辺さん、副委員長に両小学校の村瀬校長先生と香坂校長先生が選出されました。 

 次に、統合準備委員会で検討・協議を行う事項として、まず事務局より①統合後の学校名

について②使用する校舎について③統合後の学校の校歌・校章・校旗などについて④モデル

校としての構想について⑤今年度の両小学校の交流についてなどの検討項目の提案があり、

この後検討協議を行いました。委員からは、 

・まず統合ありきではなく、なぜ統合が必要なのかという原点に戻ったところから協議すべ

きである。そのための資料を事務局から次回提出してほしい。 

・分離したときの経緯なども踏まえ、十分討議をした上で進めるべきである。 

・統合に向けて前向きに考えて行くべきだと思うが、統合には大きな予算を伴う。教育委員

会はそれに対応できるのか。 

・子どもの目線で考えることも大切である。文化交流やスポーツ交流なども行いながら、子

どもたち自身がスムーズに一緒になれるような取組みも必要である。 

・すでに両小学校間で一緒にしている行事もあるが、今後統合を想定した交流行事なども増

えていくだろう。 

といった意見が出され、教育委員会からは、次回の会議までに統合の必要性を示す資料を提

出すること、十分な合意形成を図りながら進めること、予算獲得に向けて最大限の努力をす

ることなどの回答がありました。最後に、委員長からは、時間をかけて十分協議する中で、

合意形成を図りながら進めていきたいという考えが示されました。 

 

第２回統合準備委員会は、６月２５日（火）午後８時より開催されました。初めに、事務

局より「吹田市立小・中学校の適正規模等に関する意見書」などの資料に基づき、統合する

計画をまとめた理由と経緯の説明がありました。その後、質疑応答や意見交換を行い、委員

から次のような質問や意見が出されました。 

・公団の建替えなどで人口がまた増えたときに、また分離するということにならないか。そ



ういう将来展望の情報はあるか。→（事務局）社宅などが集合住宅になっている社会現象

はあるが、現時点では竹見台の公社や公団の建替えについての情報はない。将来展望につ

いては、企画部で２１世紀ビジョンや千里ニュータウン再生ビジョンの大きなテーマで取

り組んでいるが、今の段階ではそれらの内容については未定である。 

・今後この竹見台と同じような現象が他の地域でも出てくると思う。人口予測も含め大きな

ビジョンが必要である。 

・今は竹見台・南竹見台地域のことに絞って考える方がよい。竹見台は一つであるという意

思を明確にしておく必要がある。 

・来年４月の統合は決定ということでいいのか。→このことについて委員間で意見のやり取

りがあり、最終的に、ずるずる統合を延ばすのではなく、条件が整えば来年４月１日に実

施する方向で統合準備委員会の検討を進めるという確認を行う。 

・竹見台については、新しい学校、市全体に発信するモデル校、小中一貫校などの考えがあ

るが検討しているのか。→（事務局）１小学校１中学校となるので、例えば小中一貫した

教育ができないかなど、教育委員会でも検討会を発足させた。他市の視察なども行いなが

ら学校と一緒に研究していきたい。 

・モデル校案は早く示してほしい。 

・モデル校が守口市にあると聞いたがどうか。→（事務局）研究段階と聞いている。大阪府

の構想についても、まだ具体的なものにはなっていない。 

・校歌や校章・校旗のことは学校が一緒になってからでもよいのではないか。 

・南竹見台小学校ＰＴＡでは、相互が納得する統合を進めるべき、主役は子どもであり最優

先すべき、統合しても４０人以下の児童数の５年生に配慮すべきといった意見が寄せられ

ている。また、ＰＴＡ役員改選の問題もあり実施時期を早く決める必要がある。 

 

 これらの意見交換の後、この統合準備委員会の内容を統合準備委員会ニュースとして保護

者や地域に知らせていくことを決め、次回は、統合してどのような学校づくりをするのかを

検討することを確認して閉会しました。 

次回の第３回統合準備委員会は７月２４日(水)の午後８時より行う予定です。 

 

統合準備委員会のメンバー構成は次のとおりです。（ ）内は所属団体。 

委員長  田辺妙子（竹見台地区地域教育協議会） 

副委員長 村瀬勝利（竹見台小学校長）、香坂康樹（南竹見台小学校長） 

委 員  横山 等（竹見台中学校長）、矢野哲也（竹見台小学校）、宮本哲夫（南竹見台

小学校）、小林太郎（竹見台中学校）、坂本晴代（竹見台小学校 PTA）、川上範子

（竹見台小学校 PTA）、森 聖治（南竹見台小学校 PTA）、渡部洋子（南竹見台小

学校 PTA）、藤井賀洋子（竹見台中学校 PTA）、武田玲子（竹見台中学校 PTA）、

永田昌範（竹見台地区自治団体協議会）、原田処平（竹見台地区青少年対策委員

会）、田中宣行（南竹見台地区青少年対策委員会）、入江政治（竹見台地区・南

竹見台地区青少年指導員会）、伊藤 新（竹見台地区体育振興会）、西 彰一（竹

見台地区福祉委員会） 

※教育委員会は事務局として出席します。 




